
(2) 授業改善に向けて教師が意識する３つのポイント

平成26年度及び平成27年度の「佐賀県小・中学校学習状況調査［１２月調査］結果報告」（1）（2）に

示される授業改善のポイントと研究委員会で行った児童の実態調査の分析結果を基に、授業づくり

において「授業改善に向けて教師が意識すること」を視点にして整理すると、次の３つのポイント

が重要になります。

① 児童が単元を通して考え、理解することを明確にする。

② 児童の主体的な学びになるようにする。

③ 年間を通して、授業改善の基盤をつくるようにする。

社会科の授業は、「児童が単元を通して考え、理解する」という長いスパンでの計画的な指導が

大切になります。そのためには、単元の目標の達成を目指した単元の指導計画が重要です。

まずは、図１のような単元の指導計画を次のアからエの手順で作成しましょう。

図１ 単元の指導計画例（【実践事例４】より）

① 児童が単元を通して考え、理解することを明確にする。

ア 学習指導要領の目標、

内容を確認する。

イ 単元の目標を具体的に

設定する。

（目指す児童の姿の明確化）

ウ 単元の評価規準を設定

する。

（児童の学習状況を判断す

る際の目安の明確化）

エ 単元の構造化

（児童の思考の流れの想定）
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ア 学習指導要領の目標、内容を確認しましょう。

児童が単元を通して何について考え、何を理解するのかを明確にするためには、学習指導要領

の目標、内容に照らして、次の４つの事項を明らかにしましょう。４つの事項の内容については、

小学校学習指導要領解説社会編の第３章に、各学年ごとに示されています。

例えば、第５学年の小単元「これからの食料生産とわたしたち」［東京書籍５年上］の場合、

学習指導要領の第５学年の内容(２)（3）に照らし合わせると、次のように示されています。

イ 単元の目標を具体的に設定しましょう。

単元で取り上げる内容について、「①調べて分かる社会の内容」と「③調べたことから考えて

分かる社会の内容」とに分けてみると考えさせる内容が見えてきます。

「③考えて分かる社会の内容」が、社会的事象の特色や相互の関連、意味であり、考えさせる

内容に当たります。また、児童が、「④どのような考え方をして」考えるかについては、「③考え

て分かる社会の内容」を考えることができるように、教師が設定する必要があります。考え方と

しては、比較、関連付け、総合、予想（推測）などが考えられます。

学習指導案等に示す際には、次の文例に当てはめることで具体的な単元の目標になります。

資料１ 単元の目標例（【実践事例１】の一部）

単元の目標設定文例

・「（①調べて分かる社会の内容）について、（②どのような調べ方）を通して調べ、

（③考えて分かる社会の内容）を（④どのような考え方をして）考えるようにする。」

・「◯◯に関心をもち、◯◯について、（②どのような調べ方）を活用して調べ、（①調べて

分かる社会の内容）が分かり、（④どのような考え方をして）（③考えて分かる社会の内容）

を考えるようにする。」

単元の目標を具体化する４つの事項

・児童が「①調べて分かる社会の内容」は何か。

・児童が「②どのような調べ方をして」調べるか。

・児童が「③考えて分かる社会の内容」は何か。

・児童が「④どのような考え方をして」考えるか。

(2) 我が国の農業や水産業について、次のことを調査したり地図や地球儀、資料などを活

用したりして調べ、それらは国民の食料を確保する重要な役割を果たしていることや自

然環境と深いかかわりをもって営まれていることを考えるようにする。

ア 様々な食料生産が国民の食生活を支えていること、食料の中には外国から輸入して

いるものがあること。
①調べて分かる社会の内容

②どのような調べ方をして

③考えて分かる社会の内容

文部科学省 「小学校学習指導要領」 平成20年３月 p.25より引用

※下線及び①から③は、本研究委員会による。
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ウ 単元の評価規準を設定しましょう。

単元の評価規準は、児童一人一人の学習状況や単元の目標の実現状況を適確に判断し、学習指

導の改善に生かすために次のように設定します。

エ 単元の構造は「問題解決的な学習」にしましょう。

単元の目標の達成を目指した指導計画とは、児童が単元を通して考え、理解することができる

ような問題解決的な学習になっていることだと考えます。

本研究委員会では、その要素として、特に、「単元を貫く学習問題（単元を通して学習する問

題）」と「学習計画」、「児童の主体的な追究活動（児童による問題解決）」が重要だと考えます。

次の図２のような単元の学習過程を基にして、単元の構造を設定しましょう。

問題解決的な学習の単元構造

○身近な社会的事象と出合う
児童の実態に合わせ、生活に身近な事象から出

合わせましょう。
○単元を貫く学習問題を見いだす

児童の「なぜ」「どうなっているの」などの疑問
を基に、調べていくことを決め、学習の方向性を
定めましょう。

○学習問題に対する予想やこれからの学習計画を考
える
「何を」「どのように」調べていくのかを児童の

問題意識を大切にしながら考え、児童の主体的な
学習へと導きましょう。

○予想や学習計画を基に調べる・体験する・表現する
見学や調査活動などを通して、児童が主体的に

学習問題の解決に向けて追究できるようにしまし
ょう。

○調べて分かったことや考えて分かったことをまと
める
学習問題に立ち戻り、分かったことをまとめさ

せましょう。
※新たな学習問題を追究する
※まとめたことを他者に伝える
※他の事象と比べて確かめる
習得した知識を活用させる取組を取り入れ、学

習を充実させましょう。
○社会的事象について自分の考えをまとめる

児童自身の言葉で、学習したことをまとめさせ
ましょう。

児
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の
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単元導入

単元終末

つ
か
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予想や学習計画を基に
・調べる
・体験する
・表現する

調べてわかったことや
考えてわかったことを
まとめる

・新たな学習問題を追究する
・まとめたことを他者に伝える
・他の事象と比べて確かめる

社会的事象について
自分の考えをまとめる

単元を貫く学習問題

図２ 問題解決的な学習の過程例

（○…児童の学習活動 ※…発展的な学習 ＿…本研究の重点）

社会的事象への 社会的な 観察・資料活用の 社会的事象についての

関心・意欲・態度【関】 思考・判断・表現【思】 技能【技】 知識・理解【知】

・（単元で取り上げる社会 ・（単元で取り上げる社会的 ・（②どのような調べ方） ・（①調べて分かる社会の内

的事象）について関心を 事象）について、学習問 をして、（単元で取り上 容）を理解している。

もち、意欲的に調べてい 題や予想、学習計画を考 げる社会的事象）につい ・（③考えて分かる社会の内

る。 え表現している。 て必要な情報を集め、読 容）を理解している。

・（※これからのよりよい ・（①調べて分かる社会の内 み取っている。

社会）について考えよう 容）と○○を、（④どのよ ・調べたことを（地図や図

としている。 うな考え方をして）、（③ 表、レポートなど）にま

※学習指導要領の各学年の 考えて分かる社会の内容） とめている。

態度に関する目標を踏ま を考え適切に表現してい

えた具体的な姿 る。
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単元の構造は、まずは、図３のように次の５つの項目で構成しましょう。

①単元の学習問題

②学習問題に対するまとめ例

③取り扱う事実（史実）

④毎時の学習のめあて（学習課題）

⑤調べる視点

図３ 単元の構造例（【実践事例５】の一部）

単元の構造を考える上で、単元の目標に向かう児童の思考の流れを想定することが重要です。児

童の思考を予想しながら、①から⑤の順に考え、単元の構造を設定しましょう。児童の思考力・判

断力・表現力を育成するためには、単元の構造を設定しながら、どこで、どのように考え、判断し、

表現させるかをより具体的に考えましょう。

【実践事例１】から【実践事例６】では、授業改善の視点と取り入れた具体的な手立てとしてそ

れぞれ追記して示しています。

実践事例一覧は、こちらをクリックしてください。（本研究のサイトマップにリンクしています。）
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児童に調べさせる活動や知識を身に付けさせることを重視するあまり、児童にとって受動的な学

習になってしまったり、問題解決的な学習が形骸化していたりすることがあります。

本研究委員会では、問題解決的な学習を充実させるためには、児童の主体的な学びになるように

することが大切だと考えます。そのためには、児童が単元の学習問題をつくり、常に学習問題を意

識して振り返ることが重要になります。次の３つの視点から授業づくりをしましょう。

ア 児童と共に単元の学習問題をつくる。

本研究委員会では、教師が単元の学習問題を一方的に示さず、児童と共につくることで児童の

主体的な学びへと導くことができると考えます。

単元の学習問題は、児童にとって学習の目的（道しるべ）となります。児童が、「疑問を解い

たり、予想を確かめるために調べ」「学習問題を解決するために調べて分かったことをまとめる」

という学習の目的を明確にもっていることが大切です。そうすれば、学習問題が「何とかして解

決したい問題」になると考えます。

児童の「なぜなんだろう」「どのようになっているんだろう」という疑問やもっと調べたいこ

とを教師が意図的に引き出し、何とかして解決したいという問題意識を児童にもたせるような学

習問題づくりをしていく必要があると考えます。

例えば、次のようなやり方が考えられます。

・児童が自分の生活から調べたことを基に、「なぜなんだろう」「どのようになっているんだろ

う」など社会的事象の意味や相互の関連などを問いかけ、説明を試みさせることで疑問や気付

きを引き出す学習活動を仕組む。 【実践事例１】【実践事例２】

・既習の知識を基に、これから学ぶ内容について予想させ、問題意識を醸成する学習活動を仕組

む。 【実践事例４】【実践事例５】

・児童の予想と社会的事象（事実）との感覚のずれを生じさせる学習活動を仕組む。

【実践事例３】【実践事例６】

イ 「つかむ」過程でも、児童の思考力・判断力・表現力を養う。

児童が学習の見通しをもつことと社会科における思考力・判断力・表現力とはどのような関係

があるのでしょうか。学習問題づくりの中にも、児童が社会的な思考をする場があります。「評

価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【小学校 社会】」（平成23年11月国立

教育政策研究所）(4)によると、社会科の特性に応じた評価の観点「社会的な思考・判断・表現」

及びその趣旨について以下のように示されています。

児童に疑問をもたせたり、調べるべき内容や方法を決めさせたり、学習問題に対する予想を立

てさせたりすることは、児童の主体的な学びへ導く大切な思考過程だと考えます。

社会的な思考・判断・表現

社会的事象から学習問題を見いだして追究し、社会的事象の意味について思考・判断したこ

とを適切に表現している。

国立教育政策研究所 「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料【小学校 社会】」 平成23年11月 p.23より引用
※下線は、本研究委員会による。

② 児童の主体的な学びになるようにする。
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ウ 「考えて分かる社会の内容」は、児童に表現させる。

児童の主体的な学びにするためには、「考えさせたいこと」を「言わせたいこと」「書かせたい

こと」と捉え、考えるように促し、考えたことを表現させる手立てを考えていきましょう。

「調べて分かる社会の内容」は、児童にとっても表現しやすいものです。しかし、「考えて分

かる社会の内容」は、児童が情報を比較したり、関連付けたり、総合したりして考えなければな

りません。ともすれば、教師が説明してしまい、児童の考える場や機会を奪ってしまっているこ

ともあります。次のような３つの思考方法を通して、児童に例のような表現をさせるようにしま

しょう。

教師の問いかけに対して特定の児童だけが応え、それを基に授業を進めていませんか。また、児

童の発言に対して、常に他の全児童が「いいです」「いいと思います」などと応えることが慣例化

し、児童の反応が形骸化していませんか。

本研究委員会では、授業改善策を継続、徹底させる観点から、年間を通して児童の思考力、判断

力、表現力を育成する機会を、教師が常に意識しておくことが大切だと考えます。教師の問いかけ

に対する反応や児童の発言を聞いた際の反応、自分の考えを表現させる際の学習習慣は、授業改善

の基盤として重要だと考えます。次の２つの視点から児童の学習習慣を見直しましょう。

ア 教師の問いかけや児童の発言に反応する学級集団をつくる。

児童の反応は、教師が学級全体の学習状況を把握する上で、重要なバロメーターになります。

学級全体を見渡し、児童が「自分の考えで反応すること」を徹底しましょう。

児童に反応することを指導する際には、以下のような例が考えられます。

※教師が意図する反応を褒め、意図していない反応を褒めないという態度をとってしまわないよ

うに、どの児童の反応にも同じ対応ができるように意識しましょう。また、児童同士の対話や

話合いの中でも、同様の反応ができるように指導を徹底しましょう。

※反応する学級集団になっていると、学習の中での話合いの質が向上すると考えます。

児童に求める思考方法

・いくつかの情報から分かったことを比べ、類似点や相違点などを考える（比較の思考）。

児童の表現例「～よりも～」「同じところは～」「～が違う」

・いくつかの情報をつなげて予想したり、理由を考えたりする（関連付けの思考）。

児童の表現例「～だから～」「なぜかというと～」「それは～」「ということは～」

・いくつかの情報をまとめる（総合する思考）。

児童の表現例「一言で言うと」「つまり～」「まとめると～」

徹底させたい児童の反応例

・態度（体で）反応する。･･･「うなずく」「首を傾げる」「拍手する」など

・声で反応する。･･･「なるほど」「あっ そうか」「えっ そうかな」

・自分の考えを発言する。･･･「同じです」「少し違います」「他にもあります」 など

③ 年間を通して、授業改善の基盤をつくるようにする。
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イ 主張と事実と理由付けを分けて表現させる。

社会科に限らず、日頃から分かりやすい言

い方、文の書き方をさせておくと、学習の中

での表現力が高まり、ひいては学習の質が高

まります。本研究委員会がお勧めする分かり

やすい言い方、文の書き方は、「主張（言い

たいこと）」と「事実（根拠）」と「理由付け

（主張と事実の結び付け）」を分けて考える

方法です。

例えば、図１のように授業で自分の考えを

書かせる際に、「私は、（自分の考え）だと思

います。理由は○つあります。１つ目は、□

□の資料で調べたら（事実）と書いてありま

した。ということは、（理由付け）だと考えたからです」などと表現方法を示す指導が考えられ

ます。

また、授業以外でも日々の日記指導の際に、「今日は、『感想（言いたいこと）』な１日でした」

「今日は、（事実）があった（だった）」「どうしてそう思ったというと、（理由付け）だったか

らです。」の３文で書かせることも考えられます。

以上のことを意識して授業改善に取り組みましょう。取り入れたい授業改善の手立てを次項で紹

介します。次項（3）授業に取り入れたい改善策へは、こちらをクリック（新しいPDFが開きます。）
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図４ 分かりやすい表現方法を示したワークシー

ト例（【実践事例３】より）
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